
　　　　

R6 年 11 月 1 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

保護者も参加出来る「イージーベースボール大会」「よさこい」は毎年行っています。その他、「ひな祭り」「夏祭り」等季節に合わせた活動をしております。

家族支援

療育に対しての保護者様の不安を和らげる情報発信や対話の時間をつくり、子育
てのサポートをしていきます。 移行支援

小学、中学、高校とそれぞれへのライフステージへの移行、それぞれに
合った自立課題を提供し移行支援を行います。また、移行先との情報共
有、連携を行います。

地域支援・地域連携

地域連携では町内で開催されるイベント等に参加し、地域の方々との交流の場を
設けております。また、学校や相談支援事業所等と連携し、地域の中に居場所を
持つ事が出来るようにします。

職員の質の向上

全体研修・事業所間研修の開催、各委員会で知識の習得に努めておりま
す。(感染防止委員会、防災・防犯委員会、虐待防止委員会)また、外部研
修にも積極的に参加しております。

支　援　内　容

本
人
支
援

・SSTや通常の活動に外出レク、外食レクなどを取り入れ一般的なマナーが身に付くように支援します。
・持ち物の管理、遊具等の片付けなど環境の整備を自分で行えるように支援します。
・料理やお菓子作り、昼食提供などを利用し食育を行います。

・体育館活動や体幹運動などを取り入れ、姿勢の保持や筋力の維持・向上を図ります。
・基本的生活動作(手洗い・うがい・排泄・食事等)の改善・習得出来るように支援します。

・活動内容やタイムスケジュール等、絵や写真なども活用しながら視覚支援を行い見通しを持った行動に繋がるよう支援します。
・自分の気持ちや行動を理解しコントロールしようとする等、適切な行動への支援を行います。

・自分の気持ちや相手への気持ちの伝え方等、場面に合わせた適切なやりとりを促します。
・机上課題や絵本の読み聞かせ等取り入れ、読み書きの向上の為の支援を行います。

・遊びを通して集団生活でのルール、自己表現方法等を学ぶことが出来るよう支援します。
・ソーシャルスキルトレーニングを取り入れながら人間関係の構築・向上心・問題解決能力・自己決定能力を引き出していきます。

法人（事業所）理念 小さな成功体験を積み重ねて、「出来る」「喜ぶ」「楽しむ」の心を丁寧に育みます。

支援方針

障がい特性や発達段階を考慮し無理のない療育を進めていきます。
子どもの居場所作りをしていくとともに創作活動やスポーツ、他者との交流など小集団の中で経験を積みソーシャルスキルを身に付けて行きます。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 ひかり奈井江（放課後等デイサービス） 支援プログラム（参考様式） 作成日


